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ｇ
く
ら
し
の
メ
モ
ー

　
冬
の
典
叩
的
な
い
八
象
状
此
に
は
い
り

ま
し
た
。
高
魯
雲
底
Ｉ
ぷ
が
父
り
に

と
お
っ
て
、
三
、
四
口
ぐ
ら
い
で
、
お

天
気
か
か
お
る
季
節
で
て

　
Ｉ
温
は
ぐ
っ
ヒ
ト
か
り
、
季
節
戚
か

強
で
な
り
ま
す
。
大
陸
の
高
Ｉ
圧
か
強
・

か
ら
、
そ
れ
に
対
処
‐
る
土
。
活
を
心
］

け
ま
し
ユ
ー
ス
冬
山
の
べ
吊
冷
し
毎
り

遭
難
収
蔵
か
統
出
し
て
い
ま
す
。
十
一

月
の
山
は
も
う
切
冬
笑
Ｉ
て
、
厳
冬

で
「
火
災
シ
ー
ズ
ン
も
本
絹
七
し
ま
・

す
。
火
の
元
に
は
ト
分
注
愚
い
た
し
ま
　
　

し
ょ
う
。

りﾆ

　
‐
Ｉ
児
～
か
ら
円
心
‥
へ
ｒ
二
日
～
ロ
ノ
、
ｊ
ト
久
沁
側
ら
削
溺
個
の
べ
屯
出
府
随
に
、
こ
八
’
で
川
釣
山
と
親
‐
西
Ｉ

山
火
芒
～
ふ
．
い
い
．
雨
．
ハ
‥
‐
に
心
二
回
ご
ま
す
ご
い
Ｉ
勁
礼
政
区
べ
に
Ｊ
．
じ
て
い
る
こ
の
ま
八
べ
リ
回
り

．
ト
付
和
≒
限
回
い
八
白
、
Ｉ
済
、
八
白
、
Ｉ
尾
力
巾
～
部
・
な
っ
て
い
ま
す
．

い
リ
ヤ
‥
つ
］
祐
ヒ
、
宍
ｙ
「
前
に
か
こ
ま
‐
～
Ｉ
～
、
。
亜
外
帯
‐
丿
門
李
柚
暖
心
皿
で
す
。
・
ロ

良
～
こ
や
し
が
こ
４
　
　
は
ビ
ウ
に
‐
に
㈲
‐
す
る
沃
野
に
に
、
バ
イ
ン
ー
ヘ
ブ
し
一
砂
肝
山
浄
Ｉ
が
箔
よ
し

Ｆ
鍋
湖
面
心
八
火
１
　
、
‐
７
　
厄
め
‐
］
・
桧
㈲
こ
輿
に
に
ご
い
生
産
高
ぱ
昼
４
　
咄
咄
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
え
削
面
で

に
冲
絹
‐
口
火
Ｉ
‥
Ｌ
～
皿
ド
う
ど
に
闘
、
ふ
叫
的
な
再
り
‐
・
筒
い
歌
叫
・
高
川
、
素
仕
け
‥
民
り
回
ざ
～
ト
遊
民
族

八
ぽ
冶
｛
い
一
冲
洲
　
９
姿
ブ
玉
石
ま
ま
今
に
伝
凡
て
い
ま
す
。
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重叫文化財。18 1 9 印の建築物. 銅貨内の格八をもっ

た世十勿としては現在令琉叫む-のものである。木･辺瓦ぶ

き卵家鯉｡/宋［山積 8 7.28平ぺかメー]- 'I (56.7
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巾
人
れ
の
う
っ
Ｉ
だ

冊
山
捉
几
心
・
受
人

れ
か
渋
め
、
レ
‐

一
一

回
Ｉ
山

文
Ｉ
か
庖
‐
り
ま
し

た
。

　
こ
庖
一
に
親
善

使
節
Ｉ
万
い
に

交
怜
に
斉
し
、
卒

業
開
発
か
伍
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
‐
凪
巾
’
二
岡
崎
巾
の
乱
ぴ
っ
き
に
提
携
を
は
か
り
、

心
く
戦
０
　
巾
に
個
か
飛
し
、
か
っ
て
雨
友
好
を
ぼ
め
て
い

俎
・
陥
に
附
冊
し
た
ぺ
巾
桜
跡
ツ
石
川
√
こ
ヒ
に
な
り
・
ま

市
民
犬
山
・
問
に
女
爾
か
も
Ｉ
り
ま
し
た
．
す
？
弘
八
回
巾

　
～
芯
に
ヽ
悦
虹
は
厖
股
引
学
校
が
‐
穏
Ｉ
び
に
、
廠

巾
力
々
貼
小
．
学
口
Ｉ
一
．
．
．
ド
死
妹
捉
余
代
衣
、
地
元
皿

堺
Ｉ
る
こ
≒
‐
ツ
こ
．
て
、
こ
ん
と
戸
酒
関
係
石
が
岡
節

慾
和
～
児
炳
に
玉
几
だ
の
て
す
・
一
巾
氷
ダ
于
れ
る

　
国
政
巾
で
は
、
岩
石
几
‐
｛
鴫
酉
．
に
こ
と
に
・
べ
っ
・
て
い

委
い
谷
ぺ

1 0
則
巾
の
公
八
文
l
;
"
'
.
'
;
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石
垣
が
ほ
こ
る
大
浦
パ
イ
ン
畠

　
申
込
用
紙
交
付
期
間
と
場
所
一

ト
ー
‐
ト
、
口
か
ら
卜
五
［
ま
大

巾
役
所
ぷ
務
部
管
町
ぷ
言
腿
匠

い
佃
丿
力
資
力
翌
バ
・
‐
費
で

　
よ
七
か
爪
回
す
る
能
‐
ｙ
あ
る

　
ヒ
」
わ
れ
る
か
た

三
申
込
受
付
期
間
と
場
所

　
ト
ー
月
ト
八
口
か
～
ト
．

　
で

　
市
役
町
瓜
場

川
口
∩
生
．
Ｉ
石
Ｉ
に
ト
‐
～

四
申
込
用
紙
交
付
、

日
ま
Ｉ

一 一

受
付
時
間

(9.5坪j 4.5 茫

　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
牛
浚
五
時

　
ま
で

五
抽
せ
ん
日
時
と
場
所

　
大
‐
、
、
千
日
午
岫
ト
町

　
堕
雀
酋
四
～
］
城
北
へ
記

一 一 一

-

　
・
；
／
メ
ー
｜

第
一
佃
庄
七
　
．

．
．
双
六
千
円
以
ト

　
申
込
資
格

り
別
狸
に
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

　
と
か
明
ら
か
で
あ
る
か
た

㈲
現
～
口
‐
、
ま
た
は
同
国

　
し
よ
う
四
」
す
る
観
疾
か
あ
る
か

　
た

岡
心
人
剛
限

一 一 一

り
　
一
規
而

(みや
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万
円
そ
二
人

　
　
第
．
『
卵
白
宅
　
．
万
円
以
ト

七
つ
ぎ
の
よ
う
な
か
た
は
、
申
込

　
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
、

　
り
辿
口
占
、
友
人
な
ど
の
よ
り

　
　
（
Ｉ
帯

　
岡
収
人
割
印
以
外
の
か
た

-
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－
－
－
‐

一
１
－
－
－
－
‐
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
‐
‐
―
‐
‐
Ｉ

｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

－ ＝

－ －

＝ニ ー －
ミ ミ ミ

ミ ミ ＝＝ ＝＝一 ＝
ニ

ニ ＝
ニ

ニ ＝ ＝４ － 一 ニ

一 一 一 一 一

～ ミ ー ミ ミ ミ ＝ ∽
Ｗ二

～ ＝

－ 一 一 一 一

ミ ミ ＝ ＝ミ ー ＝ミ ミ ＝

一 一 一

㎜ － － － －

I""

　
　
愛
　
　
惜

　
ひ
～
≒
バ
附
矢
叫
に
朗
ペ
ベ

開
沁
ピ
ン
ク
ｙ
か
小
Ｊ
わ
て
Ｉ
Ｉ
丿

性
の
ご
い
こ
と
か
ｍ
摘
さ
む
し
い
た

が
、
ニ
ヤ
ー
ろ
□
更
に
『
-
■
v
;
>
屁
め

て
七
山
旧
哨
ぷ
山
に
所
川

　
　

９
Ｉ
細
ヤ
ー

示
す
よ
う
レ
≒
勺
一
休
二
力
火

大
な
Ｉ
万
こ
か
ら
・
持
ち
出
す
力
か

七
の
え
～
ち
つ
い
て
い
な
い
、
だ
か

よ
う
な
浮
き
Ｉ
き
し
．
言
核
‐
回
一

る
の
・
だ
か
ら
㈲
○
い
・
巾
ぶ
㈲
問
拓

た
几
に
反
‐
論
が
湧
き
萱
に
て
　
２
　
ら
腹
た
た
ｌ
ｙ
ヽ
な
り
限
り
ご
い
哀
愁
焦

心
に
終
る
・
つ
と
し
て
い
る
毎
日
曜
に
望
Ｊ
れ
る
。
‐
傍
目
匈
の
手

四
り
瓦
ト
ふ
利
川
す
る
両
‐
岫
駅

ヤ
乱
作
毀
川
す
る
。
．
Ｊ
圃
に
Ｉ
川
困

作
石
武
ら
っ
ぶ
万
」
し
ま
２
「

剥
皿
悛
爪
円
心
一
号
娠
の
」
修
ぱ

気
が
っ
い
て
い
て
ら
Ｉ
絢
地
～
ゐ
陥

り
ぴ
岬
く
味
匹
ぺ
は
遅
ぐ
こ
ん
ぺ
Ｉ

屯
り
見
え
て
い
る
こ
ヒ
さ
え
牝
み
か

ね
て
い
る
川
今
で
あ
る
の
で
毫
し
い

こ
こ
ま
・
宍
休
的
に
な
っ
て
く
る
心
．
｀
．
‐
こ
壮
ミ
ｒ
呪
≒
訟
に
’
芝
ｓ
‘
’

訴
八
八
一

徹
灘
旧
套

川
や
か
始
め
～
旧
し
に
た
ご
さ
ん
の

ず
し
い
が
力
し
つ
こ
ン
が
氾
心
し
て

い
る
。

　
と
こ
ろ
か
こ
こ
に
は
、
せ
っ
か
く

あ
い
た
法
廊
尚
設
跡
川
に
Ｉ
～
心

も
気
の
き
い
た
‐
田
ぺ
圃
す
ら
打
ら
・

込
ん
尹
ヽ
ろ
折
ち
な
い
し
、
皿
い
川

不
ヤ
。
ド
尚
４
　
ぶ
ら
続
け
た
‐
筒
出
部

の
開
発
計
山
に
］
昌
か
つ
い
た
ら
ヒ

　
ま
た
は
県
～
民
悦
瓦
悦
‐
剛
｛

　
『
巾
松
務
課
で
・
丿
問
』

目
印
か
ん

ビ
ン
ヅ
ノ
ど
こ
ろ
刄
ぼ
な
り

　
賢
．
Ｉ
で
Ｉ
口
任
川
を
絞
え
て

岡
萌
［
汀
く
木
か
案
じ
て
い
る
～
。
一
Ｅ

こ
出
で
～
㈹
か
届
■
Ｖ
な
発
ご
に

な
る
か
、
中
叩
簡
構
想
の
中
に
も

白
川
貼
新
旭
し
‐
川
丿
巾
に
も
川
一

つ
発
円
た
る
話
心
り
痔
っ
て
ぱ
い
ぺ

い
。　

円
心
小

　
０
こ
と
か
考
え
る
と
本
当

に
淋
し
く
た
り
可
衣
そ
う
に
た
り
、

1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
・
そ
の
仙
詳
絹
は
、
巾
政
所
収
務
一

部
管
町
課
へ
お
問
い
り
わ
七
く
だ

さ
い
。

ま
だ
選
挙
人
名
簿
登
録
申
出
が
す
ん
で
い
な
い
か

た
は
、
十
二
月
二
日
ま
で
に
登
録
申
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
　
　
　
岡
的
市
送
挙
管
理
委
員
公

と
Ｉ
め
』
い
・
れ
る
酉
ぐ
Ｉ
か
た
　
選
挙
人
石
師
に
登
録
さ
れ
て
ぃ
ぺ
い
Ｉ

　
伺
匪
帯
工
づ
日
収
国
柚
を
句
し
べ
口
賂
ヤ
ニ
て
し
玖
票
で
き
ま
せ

　
　
べ
い
か
た
　
　
　
　
　
ん
。

　
因
Ｕ
民
脱
～
滞
刎
４
　
　
　
ろ
る
か
た
　
選
挙
人
、
乙
溥
記
聶
は
、
向
資
格
者

八
申
込
方
法
　
　
　
　
　
の
叩
柚
腱
で
、
ご
本
ぐ
ま
た
は
弘
ヅ

巾
吟
こ
、
．
～
沢
‐
宅
限
‐
り
・
・
上
宍
鎌
申
出
か
心
安
で
Ｉ
　
　
一

と
し
ヽ
つ
ぎ
ぷ

　
９
－
４
　
冊
参
し
て
　
　
年
齢
が
陽
～
成
に
な
っ
て
も
、
漱

巾
込
ん
・
ド
ー
さ
い
．
　
　
だ
豆
球
巾
出
か
す
ん
．
で
ぃ
な
い
か
た
失

(■■-)(-)

巾
回
Ｉ
で
入
口
申
込
潟

巾
込
名
以
外
力
家
皿
企
‐
の

|円

佃

～
士
一
月
二
口
以
・

前
に
出
Ｉ
力
か
た
で
、
昭
則
叫
ト

」
Ｉ
几
‐
一
日
以
加
か
ら
引
続
き

岡
崎
巾
に
勝
江
し
て
い
る
か
た
。

〔
巾
外
か
り
の
転
入
手
続
の
際
に

四
聶
巾
出
の
す
ん
た
か
た
は
、
必

叫
あ
り
・
ま
せ
ん
〕

‐
－
－

I

回
目
～
白
石
で
貼
け
て
冷
く
心
命
を

拒
≒
で
い
る
の
で
満
る
と
恣
っ
て
、

巾
民
心
協
力
か
忽
じ
っ
っ
哨
り
的
に

休
い
で
し
い
る
っ
も
り
で
や
ら
が
矢

ぶ
ぢ
‐
后
ぬ
て
心
造
し
か
試
じ
て

い
号

　
し
か
し
姉
妹
郎
巾
か
希
甲
し
て
又

だ
沖
鮪
列
扁
の
石
雨
巾
尺
山
見
る
岡

岐
巾
、
求
へ
開
拓
に
で
か
け
た
几
州

の
諮
祁
巾
が
刄
」
い
た
岡
続
出
、
教

介
に
生
活
川
境
に
・
。
て
化
上
昌
回
費

生
晒
に
そ
・
刀
と
れ
ち
こ
の
秤
度
の
都

巾
一
二
比
較
し
て
高
石
～
こ
ろ
の
な
い

川
筒
巾
を
琴
一
元
る
な
・
り
ぱ
、
出
回
川

は
開
け
旧
る
く
な
る
よ
う
な
．
Ｉ
持
ち

で
あ
り
・
、
ま
た
言
」
に
聯
り
な
い

屁
～
づ
湧
い
て
く
る
カ
・
言
回
。
根

雑
な
べ
闘
の
弱
～
を
心
ぜ
ざ
る
４
　
・
‐

ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
太
田
光
二
）

;ごJ:
税
の
知
識
」

　
　
。
電
気
・
ガ
ス
男

　
燈
火
親
し
む
脈
こ
・
首
、
さ
Ｉ
幻
や
か

な
秋
の
夜
長
言
堅
腸
に
過
ご
さ
れ
る

手
節
と
な
り
汗
光
か
、
い
く
ら
巾
秋

の
Ｚ
月
と
い
っ
て
も
、
月
閲
り
ｎ
Ｂ
:
i

を
曜
し
じ
ぷ
に
も
ゆ
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
矢
張
り
電
Ｉ
の
お
世
・
話
に
な
る
機
会

か
ふ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
怜
石
申
し
ま
し

一
で
、
衣
陽
の
ガ
ス
の
ｎ
費
も
次
第
に

ふ
え
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
快
適
な
峙
侯
に
晩
金
の

皿
川
り
告
に
茲
訳
者
√
昌
附
囃
引
割
乱
剥
宍
回
礼
回
琵
ヤ
ヵ

　
穴
Ｃ
ｌ
ぱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
．
『
ｙ
１
９
ｉ
、
１
４
Ｎ
χ
’
一
り
！
’
≒
’
ｊ
　
　
　
　
一
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｌ
！
ｉ
ｉ
ｌ
‐
‘
χ
１
’
Ｉ
ヽ
！
゛
゛
ｉ

綸
り
よ
叫
よ
（
巾
麗
ヅ
川
紙
）
資
格
は
、
つ
き
円
と
お
Ｉ
り
七
す

１第１種簡耐平面図

な
’
面
聶
出
附
の
川
紙
は
、
巾
役
．
話
は
ま
こ
と
に
ム
ー
ド
の
な
い
こ
と
で

挙
管
叩
委
総
記
あ
・
り
ま
す
。

第1和簡耐平が図

斤
間
の
料
金
が
軍
声
自
円
、
カ
ス
八

百
円
を
こ
え
ま
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料

金
の
巾
に
・
．
自
分
の
脳
に
け
巾
税
か
含
ま

れ
で
お
り
ま
す
．

　
こ
の
脱
金
は
川
崎
巾
の
傷
合
、
昨
年

一
年
間
に
約
一
億
四
千
万
円
と
な
っ
て
Ｉ

お
り
．
巾
税
の
う
ち
の
約
六
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
か
．
占
め
る
電
要
な
財
源
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
税
金
は
料
公
と
一
緒
に
電
力
余

社
・
ガ
ス
会
社
が
徴
収
し
て
べ
．
柁
か

ら
巾
に
納
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
は
・
屯
．
気
や
ガ
ス
か
漣
じ
て
、
知

ら
ず
知
ら
・
ず
の
う
ち
に
、
剛
る
く
楽
し

い
市
民
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
に

Ｉ

な
っ
て
い
ま
す
．
　
　
　
　
一

－
－
　
　
‐
‐
‐

―

－㎜皿－－－㎜I

一一一一

＝ ＝ ニ二 － Ｗ － ㎜ ㎜ －

一 一

ニ ＝ ＝ニ ＝ ＝ミ ミ－ －
ニ ＝ 一 ＝ニ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝一 一 ニ ･～ ～ ＝ 二 － －

二 |

ほ

ｰ　-
近

い

百

五

戸

入

居

募

集

は

　
旧
則
四
ト
三
次
錘
・
麗
の
巾
営
吐
宅

は
、
現
へ
巾
之
則
町
Ｉ
ド
荒
子
地
内
で

｛
甲
ト
二
‐
完
～
め
ざ
し
て
辿
・
設
か
戻

め
ら
・
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
ん
と
で
き
る

吊
Ｉ

一
能
節
耐
ハ
ト
五
戸
の
計
百
五
戸
で
す
。

一　
　
一
住
宅
の
規
格
・
家
賃
な
ど

昭和43年i

12月下句I
5,900円|2 0戸

同上4,300円|8 5隅

‰
言
い
謡

　
　
　
－
－
－

畳
畳
皿

６

６

36.68平方メーリレ

　　　　cii.o坪）
1和簡叫

　　㎜■㎜㎜㎜㎜㎜㎜I･㎜■

う0平方メートル'6

-
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３年11月1 日昭和４
　一一一

-一
一

-

一 一

一 一

受
賞
の
き
ま
っ
た

　
園
正
造
さ
ん

･ ･ － =

-

一

一 一

一 一 一

　 一 一
一

一

携

－

提

-一一一一

市都

一一
妹

一一一一
育

一 一 -
一 一 一

一 一

－て終え

一一一一一---

-

:親善訪問を
　　___ 一 一

Ｊ

－　　一一

柴田信市親善使節団団長

　　一一
　　--ざ

ロ且

一一孝

一一

一 一

L>

一 一

早期発見一一

　　　一早期通報－

ｊ

一
Ｉ
貼
付
レ
牡
言

　
１
べ
～
に
人
災
予
切
に
つ
ヒ
め
、
朋
る
い

　
　
一
陥
し
い
・
で
き
る
よ
う
い
っ
そ
う
・
の
ご
叫

　
声

　
一
一
力
か
お
願
い
し
ま
す
。

‐
Ｊ
ん

重
点
目
標

　
火

　　
　
　
　
パ
ヶ
ツ
～
体
内
く
み
置
き

　
自
分
の
家
が
火
串
で
灰
に
ぺ
っ
・
で
し

ま
っ
た
こ
と
か
考
え
た
二
Ｉ
”
ふ
あ
り
ま

一
す
か
．
わ
ず
か
な
ぶ
沁
意
か
・
い
ｍ
Ｄ
ぬ

一
ｊ
』
』
―
！
ｊ
Ｉ
』
・
―
！
ｊ
』
ｒ
ｙ
Ｉ
Ｐ

二
、
た
ば
こ
の
煤
け
捨
て
と
寝
た
ば

　
こ
の
町
服

三
、
辿
凋
の
特
‐
ぺ
の
始
末

天
火
を
招
き
専
い
人
命
や
財
産
か
二
瞬
’
・
主
眼
点

の
う
ら
に
失
う
て
ト
ｙ
ま
い
ま
町
　
．

　
巾
民
の
み
な
さ
ん
火
X
は
り
々
削
加

し
、
斟
溺
衣
も
ふ
ぇ
て
お
≒
祐
に
死

儡
者
を
ヒ
も
な
う
人
災
;
-
.
＾
^
数
発
ぺ
し

て
お
り
ま
す
、
火
災
予
防
は
市
民
一
八
一

岡
崎
に
文
化
功
労
者

「
バ
ケ
ツ
（
杯
　
　
０
友
置
き
　
・

‐
人
小
は
、
量
開
Ｉ
に
、
早
問
遥

）

　
酌
朋
的
火
が
ぺ
り
で
す
ニ
奴
原

　
庭
に
お
い
て
も
、
‐
火
｛
貝
を
備

　
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　百
池々
ノ町
人Ｉ

京
大
名
誉
教
授
の
　
園
　
正
造
さ
ん
（
予
）

　
今
り
［
・
又
出
載
￥
受
岫
か
又
に
苅
さ
ん
は
い
Ｉ
人
つ
教
授
、
理
学
博
才
フ
　
７
ン
ツ
．
に
留
学
、
‐
国
俵
風
人
教
授

１
　
と
か
、
さ
る
．
．
し
し
五
日
拓
長
城
石
、
≒
し
て
、
わ
か
国
万
卵
力
‐
高
権
晩
．
久
に
て
昭
則
、
ド
～
ま
で
教
鞭
を
ど

岡
崎
巾
百
々
川
７
他
ｙ
人
…
…
ノ
．
．
に
‐
で
あ
り
、
四
し
．
～
百
］
鰐
勲
心
ず
ら
か
、
七
の
優
も
穴
郡
玄
が
、
酉
示
ぺ

Ｊ ･-

に
註
む
閥
」
心
さ
ん
か
七
七
刈
労
者
円
痢
づ
心
‐
重
足
章
二
か
か
や
き
ま
し
学
力
校
長
を
略
販
．
．
Ｔ
六
～
か
ら
岡

☆
ひ
ご
り
に
心
ぱ
ぬ
ま
し
た

ニ
凹
つ
け
几
～
生
れ
、
．
一
、
高
か
ら
削

Ｉ
ｕ
Ｉ
　
―
ｉ
ｌ
ｒ
！
Ｉ
ｉ
ｒ
1
1
1
ｓ
／
　
　
　
／
Ｉ
♂
Ｌ
／
ｆ
ノ
ー
‘
Ｚ
　
Ｆ
―
Ｌ
ｒ
／

☆
一
こ
の
た
び
京
大
・
享
亘
け
ら
れ
た
國
人
へ
す
す
Å
、
卒
廼
言
孟
・
リ
ズ
ム

一 一

齢
へ
侈
り
伴
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
Å
こ
忌
ん
の
引
宍
し
声
援
に
込
ら
ま
し
た
恬
遥
も
ま
た
こ
佃
に
」
え
る
夕
ホ
ル
ム
に
爪
び
日
収
い
八
使
館
を
逗
じ

れ
仁
注
翫
回
　
１
几
リ
ト
四
日
出
巧
べ
’
ヽ
七
の
準
備
・
こ
特
性
に
～
七
Ｉ
務
～
だ
。
肌
城
の
ふ
こ
Ｉ
仕
所
回
廠
皿
を

ス
ウ
ー
九
Ｔ
ふ
９
　
妁
冠
Ｆ
口
。
バ
各
分
担
、
眼
間
力
士
任
石
今
庄
言
Ｉ
訪
功
問
し
、
客
頃
遺
訓
の
掛
軸
を
贈
り
、

力
美
し
今
・
鳳
滝
心
情
禅
５
に
Ｉ
岩
へ

間
性
九
乱
俗
心
貝
さ
て
'
i
n
"
≒
さ
に
に

ん
感
じ
さ
せ
ま
ト
だ
．

　
応
銘
傑
き
ワ
巾
を
汲
に
ス
ヅ
・
Ｉ
・
ｙ

を
推
選
し
た
ス
ウ
ー
エ
Ｌ
Ｔ
ノ
駐
日
↑
八
幌

－
－

　
②
石
油
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
佃
川

　
　
か
卵
加
し
、
い
っ
た
ん
大
火
か
。

　
　
発
生
す
る
と
急
礒
に
皿
が
っ
て

　
　
て
し
ま
い
ま
す
。
　
　

一

　
　
石
油
、
ガ
ス
火
災
の
‐
火
器
も

　
　
必
要
で
す
。

二
、
た
は
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば

　
こ
の
仙
イ
‥

　
◇
火
災
原
囚
第
。
に
、
た
ば
こ
の

　
　
吸
い
が
ら
◇

　
　
－
第
二
位
、
子
供
の
人
遊
び

　
田
た
ば
こ
は
必
ず
、
吸
か
ら
入
れ

　
　
の
あ
る
と
こ
ろ
で
吸
い
ま
し
’

㈲
吸
か
ら
入
れ
に
は
い
つ
も
水
翌

　
入
れ
て
お
き
ま
し
ソ
つ
。
一

Ｉ
作
業
中
、
歩
行
巾
の
く
わ
え
た
’

　
ば
こ
は
や
め
ま
し
タ
フ
。
　
一

山
寝
た
ば
こ
は
や
め
ま
し
ユ
つ
Ｉ
。

㈲
引
火
世
物
品
や
燃
え
や
す
い
も

　
の
の
付
近
で
は
吸
わ
な
い
よ
う

　
に
し
ｔ
ぶ
し
ょ
う
。

㈲
吸
が
ら
を
か
た
づ
け
る
と
き
は

１

　
ｋ
く
水
で
［
し
て
か
ら
・
診
し
ま

［
吸
が
ら
・
は
、
姐
く
ず
な
ど
と
い

　
っ
し
プ
捨
て
な
い
・
～
う
に
し

　
ま
し
Ｉ
Ｉ

］
、
地
震
の
と
き
の
火
の
始
末

　
地
震
に
よ
る
人
災
竃
生
か
訪
ぐ

に
は
、
安
令
な
避
９
　
‐
か
淮
忿

た
う
え
で
、
火
の
始
末
を
し
て
避

難
す
る
。

田
地
震
の
と
き
の
火
災
竃
生
か
砺

　
ぐ
に
は
、

一 一 一 一 一 一

ア
、
プ
ロ
リ
ノ
ガ
ス
の
容
Ｉ
は
・

｛
外
へ
、
燃
え
な
い
も
の
で

囲
い
ガ
ス
も
れ
に
注
意
す
る

イ
、
使
旧
時
以
外
は
元
栓
か
揃
一

　
め
る
。

ウ
、
危
頌
物
（
灯
油
男
）
は
火

　
気
の
な
い
安
全
な
場
所
で
多

　
量
に
お
か
な
い
。

‐
‐
－

　
す
、
建
物
付
近
に
叫
え
や
す
い

　
　
も
の
か
厦
肖
し
な
い

㈲
短
皿
‐
の
喰
価
確
Ｉ

　
ア
、
出
入
ぺ
非
常
ぺ
圓
１
　

1 1 1

ｊ

’
、
：
‐
―
…
…
―
Ｉ
…
…
Ｉ
Ｉ
…
…
―
―
…
…
Ｉ
Ｉ
…
…
Ｉ
Ｉ
…
…
―
Ｉ
…
…
―
―
…
…
Ｉ
Ｉ
…
…
Ｉ
Ｉ
…
…
―
‐
…
…
Ｉ
Ｉ
…
…
Ｉ
Ｉ
…
…
一
　
　

　
「
－
Ｉ
Ｉ
　
来
Ｉ
ハ
す
る
の
や
抑
制
す
べ
き
区
域
鬘
管
ト
印
俊
の
昭
和
丘
卜
'
r
P
i
r
r
の
巾
発
展

＝

ヽ｀|片' !I

ト心段?ロI

　巡. に7＼ 心

　二呻∩り

　町＼'< ' で

　にl勿非ｊ

　口々常1

　叫心I

　にか｀

　しな圓

　ない‾ﾄ

ｰ一一‥
－77SjSSIISSISidI1

―
り

巾
、
｝
姿
飽
に
心
叩
で
き
る

　
　
　
よ
つ
・
、
常
に
考
え
て
お
～
一

ふ
災
家
族
会
議
を
開
き
ま
し
よ
う
二

　
　
・
‐
分
力
家
を
災
宍
か
ら
・
守
る
に
谷

家
恢
、
。
九
大
の
隔
刀
か
ゼ
箭
で

す
。
λ
ん
な
べ
諮
し
台
い
火
災
の
苓

S j j f j S l d
－ ･

･ r r r l W 1” ヾ Ii d F d ● I 1I g 1八

　
ぞ
れ
の
役
割
か
黄
島
圭
し
。
。
う
Ｉ

‘
早
く
知
ら
せ
て
、
早
く
消
す
。

　
一
、
火
事
戸
泥
に
し
た
ら
陥
番
な
し

　
　
コ
一
几
」
へ
。
「
松
平
届
管
内

　
の
宮
石
町
、
川
向
町
は
カ
シ
」

　
と
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
）

～
町
『
筒
称
、
目
標
夕
あ
わ
て

　
ず
お
ち
つ
い
て
知
ら
せ
る
。

二
、
火
事
の
状
況
も
知
ら
せ
る
。

問
火
事
の
問
い
角
せ
は
し
な
い
。

五
、
出
前
Ｊ
Ｅ
防
申
が
近
づ
い
た
ら
、

　
遜
冷
池
ず
る
。

エ
、
火
酒
つ
ぼ
、
収
灰
人
は
．
小
一
・
サ
イ
レ
ン
、
警
鐘
の
吹
ｎ
鴫

皿
性
で
蓋
の
あ
る
完
全
な
も

の
を
使
用
す
る
。

　
朋
間
巾
、
毎
］
午
吸
几
時
に
サ
イ
レ

ノ
や
警
池
を
な
ら
し
ま
す
。

Ｉ
Ｉ
一
一
Ｉ
ゝ
～
Ｉ
Ｉ
Ｓ
１
９
１
≒
～
、
1
1
1
1
ゝ
！
ｆ
ヽ
1
1
k
1
1
1
1
ゝ
１
４
χ
Ｉ
Ｉ
ゝ
～
ヽ
ｔ
ー
χ
ｉ
ゝ
ゝ
　
ー
χ
ー
ー
ヽ
１
．
　
ｋ
－
１
１
～

一
一
一
一
７
一
一
一
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｀
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
‘
一
一
一
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
‘
一
一
一
‐
一
一
－

調商

こ
の
ほ
ど
じ
月

搾査業

才結統
果計

商
品
販
売
額

三
一

-

％
伸
び
る

-

－ d－ . r ･/ W 』I I ･j F F S I I 1” y jr j ･ z 〆 － d－ / ♂i i l l ･ － 1
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－ i 1

‥
［
に
発
効
の
で
あ
る
、

す
る
『
新
　
岡
崎
巾
に
お
い
て
は
、
昭
和
．
．
干

都
市
計
画
じ
～
十
月
の
自
冶
省
１
　
示
に
ち
と
ず

法
’
一
は
、

大
正
吋
四

年
以
来
宛
行
さ
れ
て
い
た
男
竹
法
が

あ
ま
り
に
も
酉
す
ぎ
て
、
実
情
に
そ

ぐ
わ
な
い
点
か
吊
・
い
の
で
、
さ
き
の

国
会
に
お
い
て
、
現
実
に
印
し
た
部

市
開
発
と
合
迎
的
な
上
地
利
田
か
ほ

か
る
‐
的
を
も
っ
て
、
分
溜
的
に
改

医
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
高
巾
・
‐
］
区
域

を
二
つ
に
区
分
し
て
ぷ
硝
化
区
故

～
「
市
街
化
調
祭
区
域
し
一
に
、

分
け
て
指
Ｉ
舌
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
巾
街
化
区
域
と
い
う
の
は
、
川

０
　
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
。
区
域

と
、
将
来
１
　
年
以
内
に
市
街
化
を

は
か
る
べ
き
区
以
と
で
あ
っ
て
、
巾

い
て
．
全
巾
域
の
こ
．
に
・
一
一
元
｝

万
万
か
冊
内
計
画
．
ぽ
誠
に
指
定
さ

わ
、
街
路
網
、
公
園
凧
地
１
　
岡
、
さ

ら
に
用
途
地
域
な
と
に
も
と
づ
い
て

新
都
市
計
画

法
の
施
行

町
づ
く
り
を
お
ト
子
す
め
て
曼
≒

　
し
か
る
に
、
新
川
巾
計
画
法
の
実

吻
に
当
っ
て
は
、
そ
れ
に
そ
な
凡
て

現
配
す
で
に
本
山
祁
市
計
画
課
に
お

い
て
、
各
課
の
将
来
乱
画
資
料
な
ど

も
に
ら
め
あ
わ
せ
て
、
本
格
的
な
区

域
指
定
の
た
め
の
基
礎
調
を
に
と
り
・

街
化
調
略
区
政
と
は
、
今
後
無
秩
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

序
に
市
街
地
化
か
進
め
ら
れ
よ
う
と
　
杢
ｍ
で
は
、
一
心
来
年
度
か
ら

浸
わ
賜
従
丈
貝
数
は
し
、
三
五
万
、
・
（
従
業
者
数
）
二
時
吉
回
り
ぽ
和
表

れ
た
、
同
竃
統
訂
調
査
‐
の
糾
宋
か
ま
レ
ー

ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
、

印
間
咽
品
販
売
価
は
几
四
四
に
二
、
二

四
四
心
円
と
な
り
、
前
回
の
昭
利
四
．

　
　
　
　
、
Ｉ
Ｃ
・
四
ａ
２
メ
ー
』
　
　
Ｉ
！
！
ｌ
ｉ
　
ｌ
　
ｊ
１
－

こ
れ
に
よ
る
と
咽
店
数
は
．
四
、
五
几
七
司
に
比
較
す
る
と
祠
唐
数
じ
四
Ｗ
〔

そ
れ
に
救
心
‐
’
碗
㈱
さ
れ
た
社
交
性
に
ン
第
．
一
の
那
～
千
―
テ
ボ
リ
ー
紅
芭
］
力
良
廠
に
ヽ
改
め
て
破
意
ヒ
感
謝
を
捧
）
の

よ
っ
て
衣
現
Ｉ
れ
た
ツ
ヤ
ぶ
Ｉ
す
Ｉ
．
人
月
０
、
さ
ん
然
華
麗
な
レ
ヤ
ン
デ
り
・
ば
、
巾
民
斧
祐
佃
厚
閤
を
深
謝
し
、

　
ウ
ー
ヱ
バ
ラ
巾
に
お
い
る
姉
妹
郎
巾
裕
・
ヤ
政
金
郎
や
く
閥
・
」
‥
如
‐
‐
‐
宮
殿
力
よ
徴
力
た
が
ら
も
加
両
を
汲
す
べ
く
努
句

結
な
ど
徽
哭
公
八
好
１
お
よ
び
脱
が

訪
問
　
　
９
川
劃
ぺ
］
リ
ー
案
内
い
削
四
上
を
将
け
た
Ｅ
．
Ｕ
の
よ
う
な
議
長
を
祐
岑
良
か
っ
た
わ
し
、
お
０
　
い
に
昌
足
し

言
見
性
浅
川
壮
一
で
円
頂
疆
ゼ
消
こ

服
観
切
さ
に
加
・
’
一
人
、
〔
夕
食
力
熱
誠
溢
腐
忽
〕
の
初
ふ
、
贈
り
歓
迎
り
パ
ー
テ

る
る
歓
‐
の
パ
ー
テ
。
Ｉ
は
、
ひ
し
ひ
″
Ｉ
を
受
け
懇
談
の
吸
、
～
″
の
ダ
和

し
と
そ
の
真
意
を
私
達
の
身
体
に
伝
え
と
友
好
を
約
し
、
そ
の
日
空
筋
ス
ト
ヴ

－ - －

（
つ
て
お
り
ま
す
。
以
ト
叫
廊
団
の
報

告
と
い
た
し
ま
す
。
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、
四
億
に
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円
で
．
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こ
二
几
庭
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几
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四
．
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二
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瓦
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・
四
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Ｉ
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回
レ
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店
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１
　
白
回
乱
‥
い
則
回

六
し
四
心
と
ず
る
と
い
う
基
準
に
沿

っ
て
そ
市
城
の
想
定
入
口
を
罰
り

山
し
（
約
。
二
士
万
人
）
、
住
宅
。

工
場
、
学
校
、
さ
ら
に
農
地
な
ど
の

区
以
、
１
１
‘
μ
水
道
な
ど
の
耶
巾
匝
設

の
‐
来
‐
副
を
図
示
し
た
巾
街
化
区

誠
と
両
班
区
域
の
区
分
案
か
き
め
、

朱
里
｛
月
ま
で
に
以
知
事
に
申
請
し

認
印
を
り
る
こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
新
高
市
計
画
泌
の
宛
行
に
よ

っ
て
、
市
街
区
域
は
一
属
、
充
実
し

た
市
街
地
化
か
促
進
さ
れ
、
調
堺
乙

滅
に
お
い
て
は
、
現
り
の
よ
う
な
無

秩
Ｉ
嘔
ｍ
街
化
が
抑
制
さ
れ
て
、
ま

た
一
方
農
地
保
全
に
も
役
江
つ
こ

と
と
な
う
っ
。
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